
令和7年1月6日（月）、５Fぶっくぱーくの
SHIP'S CAT《ONK-2》の展示が終了し
ました。おにクル開館からの約１年間、
茨木市出身の現代美術作家 ヤノベケンジ
氏がディレクターを務める京都芸術大学
「ウルトラファクトリー」とのコラボレー
ションで、ネズミ退治の習性から大航海
時代に船に乗せられ世界を冒険した猫
をモチーフにした彫刻「シップス・キャット」
の展示が実現。「おにクル」を守るキャラ
クターとして活躍しました。

シップス・キャットへのメッセージを
募集しています。詳しくは左の二次
元コードをご確認ください。

特集「おにクル」×「居場所」
❶ いつでもたのしい！また来たくなる！ おにクル Event Cycle ／ こんなこともやってます！ おにのきもちプロジェクト
❷ 読書好きな中学生3人に聞きました！ わたしのお気に入りの場所

茨木市文化・子育て複合施設おにクル 広報誌
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市民参加型リレー企画第6回目の今回は、絵本の執筆・読み
聞かせをされている上牧清美さんに、おにクルについてイチ
茨木市民目線での率直な想いをおうかがいしました。

誰にでも開かれた
“居場所”としての、ひとつの回答

 かんまき きよみ

上牧 清美さん
手作り絵本制作者
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市民参加企画

結婚を機に枚方市から転居し、40年
近く続けた教職をはじめ、社会人学生、
臨時教員なども経験。教員を退職
後、大学で絵本制作を学び、現在は
絵本の制作や市内の保育園で読み
聞かせをしています。

Vol.6

有田 二三江さん

次にお話をうかがうのは...

※掲載されているイベント内容・予定等は変更となる場合がございます。　※各最新情報はおにクル公式HPをご確認ください。

有田さんは私が草木染めで知り合った友人のお友達
で、おにクルでもマルシェに籐工芸品を出品されている
籐芸の先生です。

籐工芸の先生

■茨木市にはどんな思い出がありますか？
梅花女子大学で絵本制作・絵本学などを学んだ
ことや、絵本を借りに中央・穂積・庄栄の3図書館
に通った日々 などたくさんの思い出があります。今
までの人生と絵本制作が地続きになっているの
を実感し、毎日楽しく過ごしています。

■おにクル開館前の印象について
大きな図書館ができるのかな?という漠然と
したイメージがありました。一方で、入交さん*
から「おにクルは“居場所”になる建物です」と
よく聞いていたので、興味がありました。

■実際に訪れてみて、どうでしたか？
各フロアの施設や機能はもちろん、温かみの
ある木のベンチや屋外の補助犬専用スペース
など、至る所がさまざまな人向けに作られていて、
入交さんの言っていたことはこういうことだった
のか、と答え合わせをしているようでした。

■これからのおにクルに期待すること
1Fカフェで休憩中に、偶然素敵なジャズの演奏
を聴く機会があり、私には出会いが、演奏する人
には披露する場が、自然に重なる場所なんだと
感心しました。今後も目的のある人ない人どちら
にも“居場所”なおにクルであれば嬉しいです。

Vol.5
おにクルを訪れると利用者がお気に入りの場所を見つけ、
それぞれの過ごし方をされているのを目にします。そこには
居心地の良いイス、ベンチがあり、居場所となっています。
そんな「居場所」を切り取り、表紙に表現しました。

編集発行：おにクル広報誌編集室　2025年2月号（2025年1月発行）

茨木市在住デザイナー。おにクル利用案内リーフレットの表紙
デザインなどを手がける。
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おにクル公式X
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大阪府茨木市駅前
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おにクルの最新ニュースや詳しい情報はコチラから！

INFORMATIONonikuru

2/2【Sun】
第31回 国際交流の集いありがとうSHIP'S CAT

おにクル×シップス･キャットプロジェクトNEWS さまざまな外国・地域の文化に触れるEVENT

1F きたしんホールほか

詳細はこちら

3/29【Sat】·30【Sun】

おにクル
春のサイエンスアワー スペシャル!!

科学系ワークショップが大集合！EVENT

1F オープンギャラリー、7F プラネタリウム工作コーナー

詳細はこちら

3/22【Sat】

きゃぱすday
多文化×市民活動

伝統文化を伝える！ 多文化とつながる！EVENT

7F 市民交流スペース・交流ホワイエ・和室・屋上広場

詳細はこちら

4月～6月

第3期 
わっくるチャレンジ応援事業

“やってみたい”を応援します！EVENT

2F 子育てフリースペース わっくる

詳細はこちら

お問い合わせ先：茨木市国際親善都市協会（市文化振興課内） TEL：072-620-1810 お問い合わせ先：市民活動センター きゃぱす TEL：072-623-8820

お問い合わせ先：おにクルオフィス TEL：072-631-0296 お問い合わせ先：こども支援センター育成G TEL：072-624-9301

さまざまな国の人との交流会、民族音楽などのステージ
発表、日本語スピーチコンテスト、もちつき体験などを
実施する参加費無料・申込不要のイベントです。

異なる国の文化や多世代との交流を深め、日本の
伝統文化を伝えるワークショップや体験会を開催。
多文化とつながり楽しもう！

科学に関わる企業・市民活動団体が集まり体験や
工作ブースを出展します。気軽に楽しく科学に
触れられるフェスティバルにご来場ください！

「こどもや保護者などが一緒に楽しめるイベントを
実施してみたい」とお考えの方、こども支援センター
があなたのチャレンジを応援します。

10:00~16:00

10:00~16:00

*市民活動センターきゃぱす センター長 入交享子さん



おにクルでは日々数多くのイベントが開催
されています。今回は、おにクルにいつ来ても
楽しさが見つかり、何度も通いたくなるような
各施設の定期開催イベントを紹介します。�����������

声掛けに苦戦する一方で
参加者からは嬉しい声も！

おにクルには、《みんなの“ここちいい”》を考え活動して
いるサービスユニットというチームがあり、各部門から
集まったメンバーが館内での事象を検討し、みんなの
“ここちいい”を考え試行錯誤しています。そんな活動か
ら生まれたのが『おにのきもちプロジェクト』。多様な人
が集うカフェ横のエリア。そんな場をシェアすることで
“ここちいい”空間をみんなでつくりたい。そして、おに
クルでの新たな出会いや活動をつなぐきっかけになり
たいとの想いをもって取り組みました。

いろんなお客様が利用される場で、今回の協力者に
なっていただこうとした「自習利用者」にこのプロジェク
トの趣旨や参加方法を伝えるのが難しかった反面、参
加者からは継続希望や説明対応をしたコンシェルジュ
に親しみを覚えたとの嬉しいご意見もいただきました。

今後も、みなさんの楽しさ、ここちよさに
つながる企画を検討中！

みんなでつくろう
“ここちいい”空間

いつでもたのしい！ また来たくなる！
おに
クル

もっくるは茨木市の伐採木の遊具で遊んでいただくだけ
でなく、節分には升（ます）と鬼、Xmasには木のツリー、他
にも貯金箱や時計などさまざまな木工作体験を通じて、
こども達が木を学び、木にふれて想像力や創作力を体感
する「木育」イベントを月2回開催しています。

「木育」をテーマに
毎月2回木工作体験を開催！

#森林環境を学び、木工作で木育を体感

#いろんなおはなしをみんなで楽しむ！

ご来館いただく幅広い年齢層のお客様の声に応え、親子大歓迎の「おあいこさん
Time」、静かに楽しみたい方への「おとなTime」など、おにクル仕様に進化を続ける
プラネタリウム。遂に、夕方以降の投影を楽しみたい方への「トワイライト投影」がス
タート！ちびっこや大人向け特別投影も定期的に開催。

プラネタリウム･トワイライト投影

「あなたに合わせた投影」で星空と宇宙を満喫

#「おにクルでの1日」の夕刻におススメ

FROM きたしんプラネタリウム

おはなし会･
絵本でほっこり

FROM おにクルぶっくぱーく

FROM 屋内こども広場 まちなかの森もっくる

おにのきもち
プロジェクト

おにクルぶっくぱーく TEL：072-622-2476お問い合わせ

市民活動センター きゃぱす TEL：072-623-8820お問い合わせ こども支援センター育成G TEL：072-624-9301お問い合わせ

おにクルオフィス TEL：072-631-0296お問い合わせ

月1回開催の夜カフェは、テーマごとにゲストトークや参加者同士のおしゃべりを
楽しむ場です。初めましての方や顔見知りの方との交流からは、新しい気づきや
新しい出会いがあるかも！？お茶を片手に、ぜひお気軽にご参加ください。

新しいヒトやコトに出会える場

#新しい気づき

夜カフェ
FROM 市民活動センター きゃぱす

保護者同士の交流や保育士によるふれあい遊びを体験できる「あかちゃん
の日」、ペットボトルやチラシなど、家にあるもので遊べる「身近なものであそぼ
うの日」など、いろんな○○の日があります！わっくるカレンダーを確認のう
え、ぜひ遊びに来てください。

わっくる○○の日

こどもと保護者の方が楽しめるイベント

#妊娠・出産・子育てについての相談もできます!

FROM こども支援センター

屋内こども広場 まちなかの森もっくる TEL：072-631-0275

お問い合わせ

木工作の小さな
体験プロジェクト

絵本を通じて親子でワクワクできるひととき
毎月「おはなしのいえ」でボランティアさんによるおはなし会を開催しています。幼児の部と
小学生の部にわけた「おはなし会」と０～３才対象の「ちいさいこおはなし会」があります。２Ｆ
のわっくるでは親子で絵本を読みゆっくり過ごす「絵本でほっこりの日」を開催しています。

こんなこともやってます！

CHECK!

CHECK!

CHECK!

CHECK!

CHECK!

自分だけの場所と、やってみたいこと
私の好きな場所は２つあります。１つ目は５Fフロア
です。なぜなら自分だけが知っている秘密基地の
ようなところが好きだからです。２つ目は２Fフロア
にあるえほんひろばです。私は幼い頃絵本を読む
ことが大好きで家にもたくさんの絵本があったの
で、その本の韓国語のものがたくさんあり、いつか
読めるようになりたい！と思ったからです。Yさん「すごく椅子がもちもちなので座り心地が抜群で何時間座って

いても腰が痛くならず、ずっと本に集中することができます。」

2Fえほんひろば・5Fぶっくぱーく
よくぶっくぱーくに

来ています
セレクト

Y
さん

お洒落な図書館
私が好きだなと思う場所は、5Fの「おにクル
ぶっくぱーく」です！お洒落な椅子は木製で、
木があるとナチュラルな雰囲気で落ち着きま
すよね。おにクルには、驚くほどたくさんの本
や漫画があるので、そこで思う存分くつろげ
るのが大好きなポイントです。まだ行ったこと
がない人は行ってみてください！Kさん「左奥には6Fにつながる大きな階段があり、のぼった

先に座れる席がたくさんあるので、そこもお気に入りです。」

おにクルで働く人の
気持ちも学びました！

セレクト

K
さん 5Fぶっくぱーくの“椅子”と“階段”

一日中居たくなる癒しの場所
私が一番好きな場所は3Fにある漫画コーナーです！
好きな理由1つ目は種類の多さです。ここには私が初
めて見るような昔の漫画が大量にあり、読んでいて飽
きずとても楽しいです！好きな理由2つ目はすぐ近くに
沢山椅子があることです。特に白い大きい椅子がお
気に入りです。種類豊富で飽きずにゆっくり漫画を読
めるここは一日中居たくなる私の癒しの場所です！Mさん「漫画を読み終わってすぐに次の巻が読めるのはいい

ですよね！更にクッションだから長く座っていれます。」

みんなの過ごし方も
気になる！

セレクト

M
さん 3Fアートライブラリー（漫画コーナー）

わたしの お気に入りの場所の場所読書好きな
中学生3人に
聞きました！

※本コーナーの文章は、2024年11月に実施した茨木市立彩都西中学校2年生の職業体験の一環で、実際に3名の学生に執筆いただいたものです。
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